


　　表紙写真説明

「奈良公園」
撮影者　安村隆志（W①）

一般社団法人 名古屋工業会
2019年度 定期総会及び会員総会のご案内

記
と　　　き　　2019年5月18日（土） 
と　こ　ろ　　名古屋工業大学内（https://www.nitech.ac.jp/access/campusmap.html）
　　　　　　　〒466-8555 愛知県名古屋市昭和区御器所町　TEL：052(735)5000
定 期 総 会　　12：30～14：00　　名古屋工業大学 23号館
　　（↑代議員のみの総会です。）
会 員 総 会　　14：00～15：00　　名古屋工業大学 23号館
特 別 講 演　　15：30～16：45　　　　〃　　　　 23号館
懇　親　会　　17：00～19：00　　名古屋工業大学　大学会館１Ｆ
　　　　　　　※懇親会費 5,000円（当日受付へお支払いください）

〔定期総会〕
　（決議事項）
　　第１号議案　2018年度事業報告及び収支決算報告
　　第２号議案　2019年度事業計画及び収支予算案
　　第３号議案　代議員の選任
　　第４号議案　役員の選任
　　第５号議案　その他

〔会員総会〕
　（１）定期総会（代議員のみの総会）での決議事項報告
　（２）行事
　　　イ． 叙位叙勲等表彰者に記念品贈呈（会員に限る）
　　　ロ． 卒業満70年（S24年卒）、60年（S34年卒）、50年（S44年卒）、40年（S54年卒）
　　　　　 の正会員への顕彰
　　　ハ． 特別講演　講師：名産研・上席研究員　オウル大学・客員教授
　　　　　　　　　　　　　 大里　齊 氏（Y43）
　　　　　　　　　　 演題：「一書生として」

メールまたは官製はがきにて、見出しに「2019年総会申込み」と明記し、
　　①お名前　②ID番号　③卒業学科と年度　④ご住所　⑤電話番号・FAX
　　をご記入の上、下記へお送りください。なお、4/19（金）必着にてお願いします。

　　　　メール：gokiso@lime.ocn.ne.jp
　　　　はがき宛先：〒466-0062　愛知県名古屋市昭和区狭間町4
　　　　　　　　　　一般社団法人名古屋工業会　事務局

お申し込み方法
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　本章では、昭和年代の経済成長で、急激に普
及した海洋レクリェーションがもたらした「プ
レジャーボート対策」について、私が果たした
役割などを織り交ぜて記させて頂きます。プレ
ジャーボートが急増し、マリーナに収容されず
に河川や湖、海岸に不法に放置された船が全国
的に大きな社会問題になっていきました。
　プレジャーボート対策に関わるようになっ
たのは、私が15年間ほど離れていた港湾行政に
戻ってからのことですので、本題に入る前に、
その間のヨットについて少し触れさせて頂きま
す。私が志高く、日本国民の余暇問題に取り組
み「東洋一の海洋レクリェーション港湾」のプ
ロジェクトに挑戦し、あえなく夢破れた経緯は
前章で記した通りであります。それを契機に港
湾行政と離別したことで、ヨットに加速度的に
のめり込むことになりました。愛知県下初の流
域下水道事業に仕事を替えた私は、勤務も自宅
近くになり、自分達で創った県庁ヨット部とは
別に、全国組織「ヨット自作者大会」にも所属し、
さらに国際モス級ヨットの製作に励み、自作艇
でレースに出場するまでになりました。毎年新
艇を進水させるほどで全部で6隻自作。1984年
には浜名湖で開催された国内二回目の国際モス
級世界大会では家族も設営に協力し、レースに
も出場し、世界レベルの凄さを実感したのを覚
えています。ちなみに同世界大会の国内最初は
沖縄海洋博（1975-1976）のプレイベントで開
催されています。また、県営蒲郡ヨットハーバー
（現在は海陽ヨットハーバーに機能移転し、残っ
た施設は利用者会が自主運営しています。）で
開催された数々のレースに出場し、自分で作っ

たヨットで専門メーカーの艇を抜き去る醍醐味
を楽しんだものです。県庁ヨット部でも活動し、
国体競技艇にもなっていたスナイプ級ヨットで
１９７２年プレ国体千葉県稲毛全国自治体レー
ス出場は楽しい思い出となっています。

プレジャーボート対策
　本題の「プレジャーボート対策」に話を戻し
ますが、それにはプレジャーボート（以下略し
てＰＢ）の普及とその放置艇などの社会問題の
対策がありますが、ここでは、後者の「放置艇
対策」に関わった体験を述べさせて頂きます。
元号の昭和が終わり平成の初めになると、ＰＢ
の普及の伸びが若干鈍くなりましたが、外国か
らＰＢ開放の圧力もあってか、ＰＢの操船免許
の取得緩和や船検制度も実態に合った様に簡略
されたのですが、それまで各漁港で漁船やＰＢ
の販売・修理を行っていた造船所やマリーン業
者は、漁船（漁民）の減少で廃業が相次ぎ、Ｐ
Ｂの管理体制が社会問題化していきました。Ｐ
Ｂを顧客にして採算が見合えば、民間ベースで
自然に解消するのですが、大型ＰＢを収容する
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一部のマリーナを除いて、海岸線や河川などに
不法に係留もしくは放置されるＰＢ対策には港
湾・漁港の管理者を含む地方自治体に期待され
ることになったのです。また、漁民の減少で利
用率が下がった漁港や船舶の大型化で小規模の
港湾施設の遊休化が顕著となって、ＮＨＫなど
でいわゆる「ネガティブキャンペーン」が報じ
られたのも同じ頃でした。
　平成３年、私が港湾・漁港の行政に戻って直
面したのが、そのＰＢ対策でした。サービスレ
ベルによって収容される場所・施設は異なって
しかるべきと考えました。行政（官）が手を出
すのには、税金の正当な支出理由が必要である
のと、既に正当に営業している民間に不利益を
与えないことも大切でした。一番に目に付いた
のは港（港湾、漁港）の遊休施設です。既に不
法に第三者に貸している場合もあって、相当の
抵抗も考慮しなければなりませんでした。公物
を私物化して不法に営業する者や公物を占拠す
るＰＢに不法であることの理解をしてもらう一
方、漁港の空きスペースを合法的に活用するこ
とを併行して考えました。その頃、県では、リ
ゾート法に則った「海の軽井沢構想」が動き出
していました。大規模なマリーナ計画を成功さ
せるためにも、その周辺海域に不法に係留さ
れているＰＢの50％を目処に漁港や港の遊休ス
ペース活用を想定して、漁港を拠点としている
各漁業組合の理事会を説得して回りました。
　県管理の第三種漁港に施設的に余裕があり、
かつPB問題が顕著であったため、東三河では
形原、三谷、西三河では西幡豆、一色、知多半
島では豊浜などの各漁港の整理を開始しまし
た。その手法は、漁民とPB利用者を対立する
形にならないよう、またPB利用者に権利意識
を持たせないように配慮しました。漁港法の本
来の目的を徹底し、あくまでも漁業振興を前提
として、間違ってもマリーナ化のイメージを出
さないためです。そこで国に働きかけて、漁港

施設管理が地方自治体に限られていたのを漁業
組合まで拡大可能としたのです。それにより、
漁業組合が勝手に漁港施設を私物化してPBな
どに貸して料金を徴収していたのを是正する手
立てができました。社会的に出来上がった既得
権を変えるのは大変でしたが、次の二点に注意
し進めることにしました。①水産庁の行政と整
合すること。②漁業組合が漁港施設管理に関与
できることを条例で明確にすること。そこで対
象とする漁港には、一つのPB利用者会を発足
し、代表者一人を総会で選出して、愛知県行政
（漁港管理者）を理解し協力できる組織作りを
始めたのです。漁港の中にPBを収容するスペー
スを「特別区域」と称し、漁船と混在していた
PBを集約することで、漁業活動の円滑化を図
る大儀を明確にしました。具体的な特別区域や
管理組織、料金等を県条例で定めました。また、
特別区域の日常の見回りなどの管理業務を該当
する漁業組合に漁港管理者(県港湾課)から委託
できるようにしました。具体的には、対象とな
る漁港毎に「〇〇漁港特別区域連絡協議会」を
設置し、漁港管理者、漁業組合、PB利用者会
で構成しました。PBからの係留利用料金内で
漁業組合への委託料に充当しました。これによ
りPB利用者は合法的に「特別区域」を船籍場
所とすることになったのです。船検や船舶保険
の申請にも明示できるようになって関係事務処
理にも大きく貢献することになりました。この
手法は水産庁とも連携し、全国に先駆けた模範
となりました。県の港湾や河川さらには市町の
同様な施設にも、この手法を広めていきました。
また、静岡県浜名湖のPB収容にもこの手法が
取り入れられたと聞いています。
　結果として、漁港、港湾のネガティブキャン
ペーンにも応えた形になり、空きスペースの有
効利用に繋がりました。また、余談ですが、中
部国際空港建設地となった常滑は、東海のヨッ
ト発祥の地と言われ、我が名工大を始め中部地
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が必要です。「自作者大会」の会員には、旧運
輸省の船舶試験関係者もいて、メーカーも取り
組んでいないカーボンやケブラーなどの先取的
な材料やハニカム構造などの建造技術も競って
採用していました。年一回の全国大会では日本
のヨット設計の第一人者横山晃氏（ヨット製作
のバイブル、「新ヨット製作法（1973）」の著者
1915-2007）を招いての講演もあって、分科会、
自作艇試乗さらには夜の懇親会では、とても熱
心な意見交換がなされました。大会そのもの
は、事務局長の病死を契機に解散していきまし
たが、40年経った今も交流が続いている会員の
方もいます。国際モス級ヨット（以下略してモ
ス）は名前の通り国際規格で、規定内で建造さ
れたヨットは日本セーリング連盟を通じてセー
ルナンバーを取得し、セールに表示して国内外
のレースに出場できることになります。大きな
大会では、レース前に連盟による艇体やマスト
類、セールの計測テストを受けます。合格して
いないと、上位入賞した場合失格になります。
　モスの歴史は古いのですが、日本で普及し始
めたのは、コカコーラが日本に市場を広げた際、
景品に付けた時に遡るようです。モスの艇体規
格は長さ、幅、艇底のくぼみに制限があるだけ
で、自由な設計ができるのが特徴でした。当時
はスコータイプと言われるフラットな艇体に梯
子状のジュラルミン製ハイキングフトラップを

国際モス級自作艇
左はスナイプ級ヨット、右は私（スキイフタイプ）

域の大学ヨット部の拠点となっていたため、移
設先が必要となりました。少し北の鬼崎漁港区
域内に島式のフィシャリーナ計画を立ち上げ、
国の補助のもと、空港開港前にヨットを含む
PBの収容を図りました。しかし、フィシャリー
ナ完成後、海域減少や騒音を危惧する意見も出
てきて、拠点移設は予定通りに運ばず、大学ヨッ
ト部関係者との調整の結果、蒲郡市のわかしゃ
ち国体（平成6年）ヨット競技会場「県営海陽
ヨットハーバー」背後の海洋リゾート「ラグー
ナ蒲郡」に隣接する市用地に大学艇庫群を建設
することで決着しました。その後、ラグーナ
蒲郡の拡張もあって、大学艇庫群は海陽ヨット
ハーバーの再整備の際、ハーバー内に移設され、
2017年ワールドセーリング大会開催に繋がって
いきました。PBの急激な増加も治まり、私の
関わった「プレジャーボート対策」は成功した
ものと考えます。

ヨット自作と自作艇での活動
　私のヨット自作歴は昭和46年（1971）に遡
り、クルーザーヨットで楽しむ今でも続いてい
ます。ヨット自作者いわゆる「ヨットビルダー」
は、日常の大半を自作作業に打ち込むことも
あって、米国では「独身者」の代名詞と聞いた
ことがあります。また、「全国ヨット自作者大
会」に所属していた時に感じたことですが、大
型艇の自作者の大半は、他の趣味に飽いた医者
の方々が占めていました。大型艇は自作と言え
ども数千万円かかることもあり、資金的な余裕

国際モス級世界大会（1984年浜名湖）ステッカー
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装備して強風にも帆走できるものが主流でし
た。他のヨットの形状から比較して画期的で小
型なのに帆走性能が高く、特に強風下では抜き
ん出ていました。1980年代になるとスキッフタ
イプと言う艇体を極限まで細くして微風から強
風まで高性能なモスが出現し始め、自作向きの
ヨットから遠い存在になっていきました。2008
年の浜名湖で再度開催された世界大会になると
水中翼を備えたスキッフタイプが出現します。
セール面積に比し極端に軽い艇体が水面から浮
くようになると、まさに異次元のスピードを出
します。そのインパクトはウインドサーフィン
の出現にも勝ります。このモスの設計コンセプ
トは他のヨットクラスにも影響を与え、2018年
のアメリカズカップのレース艇まで空中を飛ぶ
ようになっています。インターネットで検索し
て頂くと、皆様の想像を超える画像をご覧頂け
ます。私は1975年～ 1990年の間自作のスコー
タイプのモスで活動できたのは幸せです。いろ
いろなタイプのヨットが出場するレースでは、
各ヨットクラスの性能を是正するため、「レー
ティング」と言う所要時間を修正する数値を用
いるのですが、通常は同じクラスの過去の成績
が参考にされます。そのため、モスのように驚
異的に性能が向上していくと、レースの上位に
入るのは難しくなりました。モスの艇体性能が
驚異的に進化していく中、私個人の自設計、自

作、操船技術や体力に限界を感じて、次第にク
ルーザーレースに傾倒していきました。その
間、名工大の恩師細井正延先生のご子息に、浜
名湖ヤマハマリーナのレンタル小型ヨットで
レッスンさせてもらったこともあります。私よ
りもかなり早くからクルーザーレースに参加し
ていた従兄弟達とクルーザーの共同オーナーに
なって、蒲郡で開催される国内で最も出場艇の
多い「エリカカップ」に参加していくことにな
りました。ヨットスピードは一般的に艇長に比
例するため、所有艇の艇長は19ft、20ft、21ft、
23ft、26ftとランクアップし、挑戦し続けたの
ですが、クルーザーレースに勝利する大切な条
件は、良いセールと良いクルーであることを痛
感させられたものです。船頭多くして船進ま
ず！これは私がその後、企業人になってから大
変良い教訓となっています。

　私のクルーザーでの活動やアメリカズカッ
プ・ニッポンチャレンジチーム協力、ラグーナ
蒲郡プロジェクト、夢に見た長距離航海などに
ついては第四章でお伝え致します。

【お詫びと訂正】
　前号「ごきそ」2019年1-2月号（No.487）の
下記ページにつきまして誤りがございました。
　読者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを
深くお詫び申し上げますとともに、次のとおり
訂正させていただきます。

紀行『ヨットと私』【第二章】
P3右段12行目　誤）梶島島
　　　　　 　　正）梶島
P4左段 ３行目　誤）プレジェーボート
　　　　　 　　正）プレジャーボート
　〃　 16行目　誤）創刊
　　　　　 　　正）相関

空中をかっ飛ぶ最近の国際モス級
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　当研究室では、修士学生の海外での研究イン
ターンシップに、積極的に取り組んでおり、こ
れまでの経緯などを報告させていただきます。
私が、2008年に日本学術振興会の援助（特定国
派遣事業・短期）により3週間、スウェーデンの
ルレオ工科大学 Solid Mechanics 研究室に滞在
し、2009年に半年間、滞在したことから、研究
室間の交流が始まりました。はじめは、ルレオ
工科大学との共同研究を担当する修士学生のみ
が、学生の研究インターンシップとして、ルレ
オ工科大学に滞在し、短期間の研究を行うよう
になりました。滞在の前後にもSkypeによる打
ち合わせの議論に参加することで、滞在先と長
い期間、打ち合わせや議論をするようになりま
した。その実績により、2013年10月（～ 4年間）
にルレオ工科大学と大学間交流協定を締結する
ことができ、2017年10月（～ 4年間）大学間交流
協定の継続を行い、更なる交流を進めており
ます。このような活動を通じて、学生の国際交
流を活用した学生教育を通じて、「グローバル
人材の育成」を目指すという研究室の目標に向
かって邁進しつつあります。
　はじめの頃は、どちらかと言うと、学生は、
海外での研究インターンシップにはあまり乗り
気ではなく、また、渡航・滞在費用は研究室の
共同研究費や科研費から捻出していたので、滞

在期間は１週間や３週間などの非常に短期間で
あり、あるデータだけを測定しに行くとか、分
析方法を学びに行くといった、特定の作業をし
に行くような感じでありました。しかし、数年
経つと、滞在した先輩の体験談を聞いて、徐々
に海外留学について学生の心配がなくなり、滞
在期間が延びて、１ヶ月程度滞在するようにな
りました。もちろん、１ヶ月間というのは、一
般に、留学という面から見るとても短い期間
で、何も得られない程度の期間でありますが、
共同研究として、事前や事後にSkypeで打ち合
わせや議論を行っているので、１ヶ月間という
短い期間であっても、修論の研究の面からも、
Journal論文のための研究のデータを出すとい
う側面からも、なんとか、有益な研究の成果を
出すことができ、研究成果と教育の両立をなん
とか図りながら進めてきました。幸運なことに、
共同研究先の先生や博士学生が、日本および名
工大に興味を持っていただけ、１～２年に一
度、名工大に１週間～ 10日程度、滞在してい
ただくことができ、それが学生の安心をさらに
生むことになり、「知っている先生のところに、
ちょっと行ってくる」ような感覚になり、この
活動にとって非常に助けになりました。
　研究室の学生が英語で研究を進めていくこと
に徐々に慣れていくにつれ、「海外で研究イン

交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U

研究室学生の海外研究
インターンシップの取り組み

電気・機械工学専攻　西田 政弘

写真１．滞在先での学生の作業の様子 写真２．滞在先での学生の議論の様子



－ 6－

ターンシップをしたい」という希望を持った学
生が研究室に入ってくるようになりました。当
然、渡航費用、滞在費用が問題になるところで
すが、ちょうど、大学の国際化推進事業が始ま
り、学生の希望に応じて、海外での研究インター
ンシップに長期間行けるようになりました。滞
在先も、共同研究先のルレオ工科大学だけでな
く、学生の研究内容や希望の地域から、研究先
を決めるようになっていきました。このこと
は、教員の立場からすると、多くの受け入れ可
能な研究室を常にキープしておかなければいけ
ないことを意味し、最近では、国際会議では研
究の議論だけでなく、面倒見が良さそうな先生
には、「インターンシップの希望者がいたら受
け入れをお願いできませんか？」のような打診
を、常日頃から行うようになりました。その結
果、下記の表１に示すように、イギリス、アメ
リカ、ドイツの大学に滞在するようになりまし
た。滞在中は、それぞれの修士論文の研究に関
連する研究を滞在中に行うことにより、担当し
た研究を通して、修士論文に必要な技術を習得
したり、向上させたり、さらには、研究に対す
る考え方、研究のバックグラウンドを学ぶとい
うことを行ってもらっています。来年度は、フ
ランス、アメリカを希望している学生がおり、

今、受け入れ先と打ち合わせている途中であり
ます。本活動は、国際化推進事業のお陰であり、
本当に感謝しています。この場を借りて、心よ
り御礼申し上げます。
　海外での研究員ターンシップに行く学生が増
えてくると、海外からのインターンシップ学
生や研究留学生を受け入れる際にも、すんなり
受け入れられるようになり、長期では、表２に
示すような学生を受け入れている。受け入れ学
生の面倒を良く見るようになり、いろいろな面
で助けてあげられるようになりました。プライ
ベートでも、日本人学生が留学生を誘っていろ
いろなところに出かけたり、遊びに行ったり交
流を深めているようであります。これにより、
研究室内では日常的に英語で議論、会話するこ
とになり、研究室内の英語環境の向上につな
がっています。
　この後に、昨年度、パデュ―大に滞在した 
電気・機械工学専攻 2年　田中智之君とルレオ
工科大に滞在した 電気・機械工学専攻 2年　
倉野州平君に本号の学生コーナーで報告記を書
いてもらいました。

写真３．滞在先での実験の中の様子（休憩中の様子）

写真４．長期間のインターンシップ学生の受け入れ

2012年９月 ルレオ工科大学（スウェーデン）1名
2013年11月 ルレオ工科大学（スウェーデン）1名
2014年10月 ルレオ工科大学（スウェーデン）2名
2015年１月 ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（イギリス）1名
2015年８月 サウスイースタンルイジアナ大（米国）1名
2016年２月 ルレオ工科大学（スウェーデン）1名

2016年度
サウスイースタンルイジアナ大（アメリカ）1名
ブラウンシュヴァイク工科大（ドイツ）1名

パデュ―大（アメリカ）1名

2017年度 パデュ―大（アメリカ）1名
ルレオ工科大学（スウェーデン）1名

2015年1月
～2月 韓国，安東大学校　１名

2016年4月
～

2017年3月
中国，北京化工大学
（名工大協定学校）１名

2017年4月
～9月

フランス Ecole Polytechnique de 
l'université d'Orléans
 (Polytech Orléans)  １名

表１．学生の滞在先

表２．長期間のインターンシップ学生の受け入れ
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G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー
記：田中 智之（電気・機械工学専攻2年）

アメリカのパデュー大学への
海外研究インターンシップ

　今からおよそ1年前にアメリカのインディア
ナ州にあるパデュー大学で２カ月半ほどの間研
究を行いました。私が所属する研究室では「ス
プリット・ホプキンソン棒法」という試験装置
を用いて、材料を高速で変形させたときの力学
特性を調べる研究を行っています。滞在先の研
究室に同様の試験装置があり、「高速変形時の
材料特性の評価」に関するより優れた研究が行
われています。そこで実際に試験装置を扱うこ
と、教授や学生たちと話すことを通じて試験装
置の原理や試験方法についての知識を深め、私
が研究室で使用している試験装置の改良や高精
度な測定のために必要な知識とノウハウを少し
でも多く手に入れることが狙いとしてありまし
た。
　滞在期間中はクモ糸の動的引張特性の評価を
テーマとし、サンプル作製方法、試験方法、デー
タ解析など学生たちの助けを借りて研究を進め

ました。その他私自身の研究テーマである骨の
力学特性の評価に関して、生体組織の取り扱い
方や加工方法について貴重な意見を得ることが
できました。
　私がお世話になった研究室にはWayne Chen
教授の下に14人の学生がおり、助教授が１人、
博士課程の学生が11人、修士課程の学生が２名
という構成でした。私は「Visiting Scholar」で
あり３か月未満という短期間になるにもかかわ
らず、教授や学生たちには気さくに接してくれ、
毎週のグループミーティングにおいては、私の
質問に対して丁寧かつ詳細に答えてくれたこと
が印象に残っています。
　それまで博士課程の学生と接する機会がほと
んどなかったため、彼らと話し研究内容だけで
なく経歴（学歴、職歴など）や生活（余暇の過
ごし方など）についてほんの少しでも知ること
ができたことは大変貴重な体験でした。特に、
３～５年間も研究に取り組んできた彼らの知識
の豊富さや説明の上手さに深く感心することが
多々あり、彼らが自身の研究に責任を持ち、ま
だ知られていないこと、新しいことを追究して
いる様子を見て取ることができました。グルー
プミーティングにおいてChen教授はよく「リ
サーチギャップ」という言葉を用い、学生に意
識させようとしていました。今取り組んでいる
問題について、自分が知らないことなのか、世
間が知らないことなのかを知ることが大切で、
そのためには分野の論文を多く読み理解する必
要があるということです。研究者としては当然
のことだとは思われるかもしれませんが、私は
それまで意識していませんでした。それからは
英語の論文を積極的に読むなどを行い、世間と
自分の知識の差を埋めることを意識して研究に
取り組むようになりました。

写真１. クモの糸

写真２. 実験室
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G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー
記：倉野 州平（電気・機械工学専攻2年）

ルレオ工科大学での
研究インターンシップ

　国際化推進事業の一環として平成29年9月25
日から10月26日まで、スウェーデンのルレオ工
科大学に研究インターンシップを行いました。
私がお世話になったソリッドメカニクス研究室
はほとんどがPh.D.student で、その中に加わり
有意義な研究を行うことが出来ました。
　研究インターンシップの内容としては、私の
研究室と留学先の研究室が共同で研究してきた
岩石の衝撃圧縮試験についてで、実験による結
果をシミュレーションで再現するということを
行いました。
　先行研究では、破壊の表現がされていません
でしたが、研究チームで議論を重ね、私が考

案したシミュレーション条件で解析を行った結
果、試験片の破壊を表現出来、実験結果をシミュ
レーションで再現することが出来ました。
　人生初の海外生活が、１人で約１ヶ月という
こと、さらに私自身英語を非常に苦手としてい
たため、出発前は非常に緊張したことを覚えて
います。いつもと違う生活や、初めてのことだ
らけで、行きの飛行機が遅れて乗り換えを失敗
して片言の英語で何とか後の飛行機に変更して
もらった等、様々な経験をしました。それでも
自分で動いて何とかすることが出来たことは、
帰国後の生活での自信にもつながりました。ま
た、飛行機の中で知らない海外の方との会話や
留学先の大学での会話を経て、これまでは海外
に行くことは消極的でしたが、海外へ行くこと
への意欲がわきました。
　今回の研究インターンシップでは、アドバイ
ス等をくださった西田教授を始め、受け入れ
先であり滞在期間中色々とよくしていただいた
ルレオ工科大学ソリッドメカニクス研究室の皆
様、またこのような機会を設け、支援していた
だいた国際化推進事業の関係者の皆様に感謝の
意を表し、留学報告とさせていただきます。

写真１. 研究室の様子

写真２. ガンメルスタードの教会街観光図１. シミュレーション結果
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研究者紹介研究者紹介

K E N K Y U S H A

体温など身近な廃熱から発電する熱電変換
薄膜材料をヘルスケアやIoTデバイスに活用
研究者：名古屋工業大学大学院工学研究科
電気・機械工学専攻　岸　直希 准教授

　熱エネルギーを電気エネルギーに直接変換する熱電変換発電は、熱の温度差を利用して発電するため
環境にやさしくクリーンな発電技術として注目されている。熱電変換発電の材料と素子を研究している
岸直希准教授。有機材料を用いた薄い膜状の熱電変換材料の新規開発に成功した（写真１参照）。人体や
衣服などに取り付けるウエアラブル端末やIoTセンサ群の電源などへの応用が期待される。

◇様々な基板上に均一に成膜できる有機系熱電変換発電材料の開発と実用化
　体温や工場内の排熱、電化製品の排熱など、気温より温度が高い部分と、気温との温度差をエネルギー
に変える熱電変換発電は、得られる電力は小さいが、ケーブルなどが不要な自立した電源としての活用
が期待されている。
　有機系の熱電変換材料は、無機熱電変換材料と比べて熱電変換特性は劣るものの、材料自体が軽く、
柔らかいため、折り曲げなどの変形に耐えられる高いフレキシブル性と、さまざまな種類の基板の上に
膜状に形作るコーティングのしやすさが魅力。水分散液を用いたウェットプロセスによる簡易な成膜が
できるため、大型装置を使わなくても基板を回転させて遠心力によって成膜するスピンコート法で大き
な面積への成膜も見込める。PET（ポリエチレンテレフタレート）素材などフレキシブルな基板上に成
膜すれば、折り曲げられるフィルム型の熱電変換発電素子への展開が可能だ。アレンジの自由度が高く、
活用先の用途に応じて素子の形を変えることができるため、これまで電源の設置が難しかったような場
所にも後付けできる。
　有機系熱電変換材料の中では、導電性高分子「ポリエチレンジオキシチオフェン」と高分子電解質「ポ
リスチレンスルホン酸」からなる「PEDOT:PSS」が高い熱電変換特性を有することから、PEDOT:PSSの
更なる熱電変換特性の向上と成膜技術の改善に取り組んでいる。従来技
術では、基板材料の種類によってPEDOT:PSS水分散液が基板上ではじ
かれ、均一な成膜ができない場合があったが、PEDOT:PSSに界面活性
剤を添加することで基板に対する濡れやすさが改善され、均一な成膜が
可能になった。また界面活性剤の添加によって同時に熱電変換特性も向
上させることに成功した。
　今後は、体温から発電するワイヤレス心電計などウェアラブルセンサ
デバイス用の自立電源、電化製品など身近な廃熱から発電するIoTセン
サ群用の自立電源、工場の配管など立体的な構造に設置可能な貼り付
け型熱電発電シートなどへの実用化に向けて、用途に応じた素子化プ
ロセスの確立と、電源として用いるためのシステム化する技術の開発
を進める。

〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番 E-mail: c-socc@adm.nitech.ac.jp
URL: http://tic.web.nitech.ac.jp

お問い合わせ先　国立大学法人名古屋工業大学 産学官金連携機構

写真１
フレキシブルなPET基板上に
成膜した有機系熱電変換
薄膜材料（PEDOT:PSS）
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シンプルで扱いやすく高性能な制御を
実現するコントローラー設計技術

〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市 E-mail: c-socc@adm.nitech.ac.jp
URL: http://tic.web.nitech.ac.jp

お問い合わせ先　国立大学法人名古屋工業大学 産学官金連携機構

◇３つの設計プロセスを支える要素技術の追求
　運動制御とは止まる位置を見越してどのような力を出すのかを考える問題であり、制御設計のプロセスは、「システム
同定・モデリング」、「コントローラー設計」、「コントローラー調整・適応」という３つに分けられる（図１参照）。「システム同
定・モデリング」のプロセスでは、力をかけたら装置がどのように動くのかを正確に計算できる数学モデルを作る。そのた
めに、装置の運動特性の測定とモデル化を行い、数学モデルを組み合わせて装置の運動をシミュレーションするための
シミュレーターを構築する。ここで構築するモデル・シミュレーターの精度が後に続くプロセスの良し悪しを左右する。

　続く「コントローラー設計」では、構築したシミュレーター
を用いて高性能な位置決めを実現するコントローラーを作
る。高速性能と制振性能の両立や運動を乱す外的な要
因の影響を抑圧するコントローラーの設計には、数学モデ
ルをうまく活用することで、理想的な力の出し方を時々刻々
と計算することができる。両者の設計は、高度な制御理論
に基づいて行われ、時には独自に設計理論を構築する必
要もあるが、理論はできるだけ簡単にすることを忘れない。

　装置の個体ごと、装置の置き場所、温度などの周囲環境、経年変化によって装置の運動特性にはバラツキが生じ
る。運動性能のバラツキをある規定値以内に抑えるための「コントローラー調整・適応」のプロセスでは、装置が自動的
に短時間でコントローラーのパラメータ変更を行うための先進的なアルゴリズムの構築を行っている。産業現場での手
動による所要時間が従来半日以上かかるところ、１時間以内での設定完了を目指す。

◇全プロセスを完全自動化するための横断的技術の創出
　現代ものづくり社会は、製品の複雑化・多様化に反して技術者の不足・減少という問題を抱えており、研究中の自動制
御設計技術によって制御設計の省労力化と高付加価値化の実現が期待される。
　高性能な運動制御の実現は全プロセスを高次元に達成してはじめて得られるものであるが、各々のプロセスだけでも
非常に高度で複雑な技術であり、非常に膨大な時間と労力を必要とする。では、どのようにして産業界に普及させるか。
前田准教授は、全プロセスを完全自動化することでこの問題を解決しようと考えている。最大の課題は、各プロセスを効
果的につなぐ横断的技術を見出し、効率的な自動制御設計技術として確立することである。例えば、コントローラー設計
に必要な数学モデルを短時間で高精度に測定・モデル化する方法、高性能かつパラメータ調整がしやすいコントロー
ラーの設計方法など、前後のプロセスとの相性がよい横断的技術が鍵になる。提案する自動制御設計技術によって、も
のづくり社会が抱える問題を解決すると共に、世の中に存在するたくさんの産業機器の制御性能向上が期待できる。

研究者：名古屋工業大学大学院 工学研究科 電気・機械工学専攻　前田 佳弘 准教授
　産業用ロボットや半導体・電子部品製造装置などを、マイクロメートル、ナノメート
ル単位で狙ったところへ正確に素早く動かして、なおかつピタッと振動も止める。産
業メカトロニクス機器の超高速・高精度位置決め制御技術は、日本が世界をリード
する技術分野の１つだが、高度な知識と技術を必要とするため、時間的・人的コス
トの観点から産業界に広く普及・実装されているとは言い難いのが現状だ。多様
な制御対象に対するモーションコントロール（運動制御）の研究・開発を行っている
前田佳弘准教授は、「シンプルで、扱いやすく、高性能な制御技術」をモットーに、だ
れでも簡単に高度な制御を実現できるように制御設計を自動化する技術（自動制
御設計技術）の創出を目指す。

図1．設計自動化に向けた各プロセスの勘どころと横断的技術

B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
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新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2018/12/9 朝 26 福井雅彦 卒業生（A52） 来年４月の徳島県牟岐町長選　現職不出馬の意向

2018/12/9 朝 26 名古屋工業大学 － 宇宙飛行士から危機管理学学ぼう　12日、名工大で講演会

2018/12/12 朝 11 名古屋工業大学 － 介護ロボ先進技術紹介　名工大でフォーラム　24企業・団体
が出展

2018/12/18 朝 21 名古屋工業大学 － 宇宙飛行士の大西さんが名工大で講演

2018/12/20 朝 29 鵜飼裕之 学長 学術研究6件に助成金　公益財団法人中部科学技術センター

2018/12/21 朝 29 名古屋工業大学 － ウォッチ！大学入試新テストに向けて　英語民間試験の活用
法「検討中」半数越　国公立大102校調査

2019/1/21 朝 34 名古屋工業大学 － センター2日間お疲れさま　不正4人、再試験104人　帰路に
つく受験生、昭和区の名古屋工業大学で

2019/1/22 朝 9 名古屋工業大学 － ベトナム学生に奨学金で恩返し　ジャパンマテリアル　財団
設立　現地で人材獲得　重要な労働力

2019/1/29 三重版
朝 19 水野瀬菜 在学生 中部日本スキー　大回転成年女子Ａ

2019/1/30 朝 17 管弦楽団 － 名工大管弦楽団　現役、OBが共演　県芸術劇場　来月
16,17大曲に挑戦

2019/1/31 朝 14 小野徹郎 名誉教授 今の金シャチ活用を　名古屋城復元事業　天守閣部会で
委員ら

2019/2/2 朝 21 麓　和善 建築・デザイン工学科 名古屋城復元に先行　市長が解体許可打診　文化庁に

2019/2/2   名古屋工業大学 － 国公立大２次試験志願状況（１）＝１日１０時現在

2019/2/6 朝 8 加藤康次 卒業生（E61） 新社長に加藤康次氏　アイホン

2019/2/6 朝 8 香西勇治 卒業生（M57） 新社長に香西勇治氏　三井海洋開発

2019/2/7 朝 27 名古屋工業大学 － 国公立大２次試験志願状況（2）＝6日午後3時現在

2019/2/7 朝 7 名古屋工業大学 － 飲み会は飲酒必須？　昇進に男女差？　留学生の就活
不安にお答え　中部経済同友会　人材難解消へ交流会

2019/2/9 朝 19 足立知里 在学生 美術、音楽、スポーツ丹羽奨励生を決定　大幸財団

2019/2/10 朝 11 名古屋工業大学 － ひきこもり支援、シンポで考える　名工大で全国集会

中日新聞

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2018/12/18 朝 15 竹内一郎 情報工学専攻 【研究現場発】人工知能によるものづくり　熟練技術者の実
感計画に人工知能を活用

2019/1/22 朝 15 大幸裕介 生命・応用化学専攻 【研究現場発】イオン治療の開拓　手のひらサイズの大気圧動作イオン銃

中部経済新聞
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『投稿のお願い』
名古屋工業会　広報委員会

【原稿のジャンル】
◆ 交流コーナー（4頁以内）：ご自身のお仕事上の経験などを紹介
◆ 学生コーナー（2頁以内）：名工大生の様々な活動を紹介
◆ 研究紹介（4頁以内）：オリジナリティと学術的有用性のある研究論文
◆ 講 座（4頁以内）：最新技術情報など一般読者に役立つ内容
◆ 随 筆（3頁以内）：見聞・体験・感想・在学時代の思い出など
◆ 紀 行（3頁以内）：海外出張・留学・旅行など
◆ 情報ネットワーク（1頁以内）：支部報告・会員ニュース・お知らせなど
◆ 他に俳句・詩などの文芸，会員の著書・展覧会などの寸評、その他のご自由な意見など（1頁以内）
　これら以外に広報委員会が設定する特集・連載記事を募集または依頼します。

【投稿規定】
⑴ 原稿の種類　　掲載希望ジャンルを上記から選択してください。
⑵ 原稿の長さ　　１頁あたり「文章1,000文字＋写真・図・表2点」が目安です。規定の頁数に収まる

ように作成ください。
⑶ 原稿の作成と入稿

・原則として当用漢字と現代かなづかいの口語体を基調とします。
・刷り上りはA4版2段組です．標準の文字数は1段が「21文字×38行=798文字」で、1頁につき「21
文字×38行×2段=1,596文字」です。

・手書き原稿でも結構ですが、なるべくワープロソフトを使用し、図表を含め仕上がり紙面に近
い書式で原稿を作成ください。

・写真および図版はお送りいただいたものをそのまま使用します。その場合、提出は（JPEG）を
歓迎します。写真や図版ごとにキャプション（短い説明）と通し番号を明記してください。
  また、会誌「ごきそ」へはモノクロで、ホームページへはカラーで掲載致しますので、ご入稿の
際はカラー版をお送りいただけましたらと思います。
  また、校正は色校正でもお出しできますので、ご希望の際はご連絡ください。
・電子メールでの入稿（Word、Excel、PDF、text等のファイル形式）を歓迎します。
  但し、PDF原稿の中に写真や図等の貼付けがある場合、その部分の解像度が落ちてしまう可能
性がありますので、できましたらJPEGファイルも別添いただきますようお願いいたします。

⑷ 原稿の採否および掲載時期
・原稿は、原則として未発表のものに限ります。原稿の採否および掲載時期は『ごきそ』編集委員
会にて決定します。原稿の短縮や、表現・内容の修正等をお願いすることがあります。

⑸ 著者校正　 通常の場合、初校の著者校正をお願いします。
⑹ 原稿表紙　 電子メールの本文、あるいは原稿表紙には次の情報を記載ください。

・著者名と所属
・本学出身者の場合は卒業した学科（あるいは専攻）、卒業年度
・原稿の種類（掲載希望ジャンル）
・原稿の題目
・顔写真の有無（有りの場合はプリントまたは電子ファイル（JPEG）を添付）
・ご連絡先（郵便番号と住所，電話・FAX・電子メールなど）

【原稿送付先】
　　原稿送付および投稿に関するお問い合わせは下記宛にお願いします。
　　〒466-0062　名古屋市昭和区狭間町4　一般社団法人名古屋工業会内　広報委員会
　　Tel: 052-731-0780　Fax: 052-732-5298　E-mail: gokiso@lime.ocn.ne.jp
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情報情報 ネットワークネットワーク
　2018年度大阪支部総会が12月1日（土）大阪綿
業会館で69名の参加を得て実施されました。
　総会に先立ち、重要文化財である「綿業会館」
の見学会が行われ、23名が参加されました。

　13時15分から総会を行いました。岡崎大阪支
部長の挨拶の後、加川工業会理事長、鵜飼学長
のご挨拶を頂きました。
　審議は岡崎支部長を議長に選出後、2018年度
の活動実績、会計報告・監査報告及び2019年度
の活動計画、予算案について説明があり、全会
一致で承認されました。
　続いて14時30分より講演会が実施されまし
た。初めにテレビでも放映された「オーストラ
リア縦断ソーラーカーレースへの挑戦」と題し
て、名工大ソーラーカー部城ノ口秀樹客員教授
からご講演をいただきました。特に本プロジェ
クトの担当分野ごとに担当している学生達の情
熱を込めた発表が心に残り、社会に出てからも
その熱き思いを発揮続けて欲しいと思います。
　続いて「受動歩行由来の無動力歩行支援機の
開発」について名工大電気・機械工学科　佐野
明人教授から、モータ、センサ及び制御を用い
ずに普通通りに歩くだけで振り子の動きとバネ

の力で歩行を支援する商品名「アクシブ」の説明
がありました。商品の試着会も開かれ、明日は
我が身の会員たちを中心に大いに盛り上がりま
した。

　17時より懇親会に入り、内藤工業会常務理事、
高瀬兵庫支部長のご挨拶の後、川越副支部長の
乾杯の発声で宴会が始まりました。大いに飲み
食し、互いの近況等話に花が咲きました。最後
に恒例の学歌を斉唱し19時過ぎに散会となりま
した。
　今回は双友会の担当でしたが、皆様のご指導
ご協力により無事総会が終わりました。
　有難うございました。 

記：小山 征治（W42）

2018年度 大阪支部総会報告

ソーラーカー部発表

アクシブ試着会

総会司会 全体写真

「綿業会館」見学会 岡崎支部長説明
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　平成最後となる名古屋工業会東海地区新年互
礼会が、平成31年１月５日（土）正午から大学会
館で開催された。
　全出席者は150名で盛会となった。昨年度か
ら名古屋支部運営を担当するのは計測会の諸先
生方である。
　２年目は互礼会運営の随所に工夫の跡が窺え
て、スタッフとして学生５名にも受付から司会
進行及びカメラマンまで手伝ってもらった。
　式次第は昨年とほぼ同じ。大鑄幹事長の司会
進行で始まり、主催者を代表して名古屋支部長
の大鹿から挨拶させて頂いた。
　名古屋支部のあるべき姿検討プロジェクトを
昨年4月に立ち上げたことの報告、及び正月箱
根駅伝の話題から引き続き、「襷をチームワー
クでつないで、総合力発揮を！」とお願いした。
　名古屋支部は、単科会同士及び学内外が連携
して総合力を発揮するのが大切だと思った。
　加川理事長からは今年の干支「己亥」にちなん
で、名古屋工業会の今後の変化について新年ら
しいご挨拶を頂いた。名工大のご来賓として鵜
飼学長からは新年のご祝詞と「大学と名古屋工
業会は一緒にやって行きましょう！」という趣
旨のお言葉を頂いた。
　７回目の亥年を迎えられた牛込相談役からの
乾杯ご発声により、和気あいあいとした雰囲気
で歓談がスタートした。
　日ごろからお話したくても、機会が無かった
人ともお話が弾んだ。卒業式からホームカミン
グデーまで、名工大の学生時代の思い出や最近
の興味関心やら話題は様々だった。歓談の楽し
い時間はあっという間に、単科会ごとの記念撮
影へと移った。
　恒例となった餅つきは11の単科会代表ほか有
志の方々に世代を超えてついて頂いた。私も支
部長代表として心を込めてつかせてもらった。
アトラクションが続き、くじ引き大会の当選者
の皆さんへ豪華賞品をお渡しして、皆さんから
笑顔を頂いたのは支部長の役得だった。当選者
からの即興スピーチにより、一層盛り上がった。

参加者全員による学歌斉唱で一気にフィナーレ
へ。
　積極的に新年互礼会へお誘いしながらお話が
できなかった方とも、これをきっかけに交流を
深めたいと思った。
　早くから会場入りした双友会伊藤さんから、
名工大管弦楽団現役OB合同記念コンサートの
前売りチケットの売れ行き報告と2月開催の広
報スピーチを頂いた。
　鶴桜会会長の武藤先生から、「OG会をきっか
けに女性の同窓会への参加が増えることを期待
します」という趣旨のご挨拶を頂いた。
　中締めのご挨拶の内藤常務理事からは東海地
区新年互礼会の意義について改めて触れて頂い
た。
　ご支援ご協力をいただいた関係者の皆様とご
家族の皆様に心から感謝いたします。有難うご
ざいました。

記：名古屋支部長 大鹿秀正（F47）

平成31年東海地区新年互礼会─支部長日記

くじ引きの賞品授与

餅つき
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　平成30年度の名古屋工業会大阪支部・計測会
大阪支部共催行事を11月23日に開催しました。
　第１部は、現在の大阪の渡船を知ることを目
的とし、散策会【大坂の渡船めぐり】を開催しま
した。第２部は、先輩－後輩、他学科間の交流
を目的とし、JR大正駅近くの「うるま御殿」で懇
親会を開催しました。参加人数は、１部27名、
２部19名でした。
　詳細は以下の通りです。

１部テーマ：散策会【大阪の渡船めぐり】
　集合時間は昼過ぎの12時30分、集合場所はJR
桜島（ゆめ咲）線桜島駅改札前でした。朝は例年
より少し寒い日でした。散策会案内人は加瀬元
計測会大阪支部長、２年前の散策会に続けて
行って頂きました。大阪市南西部は河川や運河
などの水路が縦横に走っており、また河川舟運
が盛んで架橋が困難だったため、古くから市に
よる公営渡船が多数運航されていました。各河
川・港湾への架橋進展に伴いその多くが廃止さ
れ、昭和10年には31か所あった渡船が現在では
8か所になっています。今回の企画はその８つ
のすべての渡船で川を渡ろうというものです。
渡船と渡船の間は貸し切りバスで移動しまし
た。渡船の職員に話を聞いて分かった事ですが、
渡船は市民の生活に欠かせないものであり、今
でも通学、通勤で使われているとのことでした。
１部の最後はJR大正駅前で解散しました。
　以下は散策会【大阪の渡船めぐり】のコースで
す。

　＜【大阪の渡船めぐり】散策コース＞
1.集合場所のJR桜島駅→2. 天保山（13:00）→3. 甚
兵衛（13:30）→4. 千歳（14:20）→5. 落合上（15:00）
→6. 落合下（15:15）→7. 千本松（15:45）→8. 木津
川（16:30）→9. 船町（17:00）→10.第一部解散場所
（JR大正駅前）

２部テーマ：懇親会
　JR大正駅近くの「うるま御殿」で行い大変盛
り上がりました。

　２部の最後はF50北井さんの一本締めで終わ
り解散しました。
　以下は２部懇親会の内容です。

　＜懇親会＞
　　① 岡崎工業会大阪支部支部長挨拶
　　② 守田計測会会長挨拶
　　③ G50西川様乾杯の挨拶
　　④ 歓談、おどり参加
　　⑤ F50北井様一本締め

記：坂尾　健司（F55）

大阪支部・計測会大阪支部共催「散策会【大坂の渡船めぐり】」についてのご報告
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　　<訪問工場名>㈱松本義肢製作所本社工場
　　<日時>平成30年12月14日（金）10時～ 12時
　　<参加人数>17名（会員16名、非会員1名）
　　<昼食場所・時間>小牧ホテル「有楽」
　　　　　　　　　　 12時30分～ 13時40分

　小牧市でもかなり辺鄙な小牧市林にある創業
110年を超える㈱松本義肢製作所本社（2007年に
名古屋市より移転）３階のホールで総務部総務
課広報担当の佐口明氏（自身も義肢装具士）より
概要の説明を受けた。
　先ず、TVのニュース取材のVTRが放映され、
概要を知ることができた。その概要とは？

①医師による義足や義手等の処方②義肢装具
製作施設から義肢装具士（国家資格）の派遣③
コミュニケーションを取りながら患者に直接
触れて、採寸・採型④義肢の製作⑤義肢の組
立・患者への適合⑥仮合わせ（試歩行等）⑦調
整・仕上げ後、最終適合など、同社のある1
人の義肢装具士にスポットを当ててのVTR
であった。

　いよいよ工場内で製作現場を間近に見学させ
ていただいた。まさに一つ一つ手作りの作業で
大変さが実感できた。VTRで観た工程の①石
膏陰性モデルの採型②陽性モデル製作③削った
り、石膏を盛ったりして修正④フエルト、ネッ
ト、補強カーボン、コネクタの取りつけ⑤ＰＶ
Ａフイルムを被せて樹脂の流し込み⑥接合部
品、継手、足部の部品の組立などと細かな作業
を一人一人の寸法で製作していく工程を見学。
まさにその患者を思いながらの人間そのものの
手作業だ。

　そして、現実の義手・筋電義手、ほんものそっ
くりな義手・義指、アスリート用の義足などを
拝見、また電動車イスの試乗もさせてもらった。
　さらに人間だけではなく、ワンちゃんの車椅
子等のこと、パラリンピック銀メダリストの山
本篤選手のことや、何と！先の尾張支部総会の
講師：名工大の佐野明人教授が開発された無動
力歩行支援機のこと、靴のインソール、自分の
頭にぴったりの枕などの紹介も印象に強く残っ
た。非常にショッキングな報告は、「今、四肢
がなくなる一番多い原因は？」である。以前は、
労働災害や交通事故によるものが一番多かった
が、今は糖尿病による壊死で四肢を切断せざる
を得ない方が増えてきたとのことである。「こ
れは他人ごとではない。」と痛感した。又、もう
一つ同製作所には、毎日、約200件の注文があ
るとのこと。残業しても追つかない状況である
こともショックだった。
　医療や福祉関係の事業所はあまり縁がなかっ
たが、医療・福祉・国家資格の義肢装具士など
を垣間見ることができたのは今後の人生にも大
きな意義があったと思う。
　反省会は、名鉄小牧ホテルの「有楽」でランチ
をしながらできたのも有意義であった。

記：伊藤美保 副支部長（D44）

尾張支部 工場見学会の報告
─義肢・装具の進歩に感嘆!!─

写真２．エピテーゼ

写真１．講義

写真３．工場玄関前での参加者
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写真１．講師　石黒正康氏（D48卒）

　第62回東京ごきそサロンが、2019年1月9日
（水）18時から八重洲倶楽部で『途上国に対す
る技術協力に携わって（ミヤンマーの事例を紹
介）』をテーマに開かれ、出席者は30名でした。
講師は、合同会社石黒アソシエイツ代表社員の
石黒正康氏（D48卒）でした。石黒講師の経歴に
ついては、オルガノ（株）に入社し化学プラント
の設計に従事後、1980年から（株）野村総合研究
所に勤務し、エネルギー分野の調査研究に携
わった。1993年～ 1995年世界銀行ワシントン
本部国際経済局に勤務後、上級専門職として復
職した。2006年に退職し、合同会社石黒アソシ
エイツを設立した。今回の講演では、国際協力
機構の技術協力として2013年に実施した電力マ
スタープランの見直しと、カウンターパート（電
力エネルギー省)への技術移転を目的として実
施した「電力開発計画能力向上プロジェクト」を
軸に、電力整備の現状と開発支援の現状を紹介
していただきました。

【講義内容】
　ミヤンマーは、国土68万平方キロメータ（日
本の約1.8倍）、人口51百万人（2014年、日本の
４割強）で、ビルマ族が68％占め、シャン族９％
他多くの少数民族からなっている。一人当たり
のGDP（購買力平価）は5.8千ドル（2016年、シ
ンガポール89.1千ドル、日本41.3千ドル）とまだ
低い。2011年からのミヤンマーの民主化進展に
伴い、欧米諸国や国際援助機関は同国への支援
を再開し、日本政府も地勢的（インドと中国の
間に位置する）に重要でかつ親日的であること
から、重点的な支援を行っている。ミヤンマー
は、アジアに残された最後のフロンティアであ
ることから、日本企業にとっても経済開発への
期待が高いものの、半面、道路・港湾・電力等
のインフラ整備が遅れているという背反する課
題を抱えている。

Ａ．電力需給の現状
　2016年現在、ミヤンマーの電化率は38％で国
民の６割以上は電気を利用できていない。この
ため、2014年には世界銀行の支援により国家電
化計画（目標：2030年電化率100％）が策定され
た。電力需要は2000年代は年率数％の増加にす
ぎなかったが、2011年に始まった民主化に伴い、
経済発展が進んだことで近年は年率15 ～ 20％
で伸びている。2015年の需要実績が134億kWhで
あったのに対して、2030年の見通しは650億kWh
（4.8倍）に及び、今後12年間で約5倍に増大する。
しかしそれを賄うための投資は簡単ではない。
2017年現在の発電設備容量は529万kWで、電源
構成は水力61％、ガス火力37％、石炭火力1％
となっている。

Ｂ．電力セクター
　発電は公社と複数の独立系事業者、送電は
電力エネルギー省の直轄、配電は大都市向け
2社と地方配電公社1社の3社が行い、発電・送
電・配電が分離している。2012年までは旧電力
公社の設備だけで電力需給はバランスしていた
が、その後の需要の急増に対して高額な独立系
発電事業者からの買電が必要となった。その結
果、2016年には電力セクター全体の収支で見る
と、4,020億チャット（320億円）の赤字に転落し
た。小売電気料金は約6円/kWhであるのに対し
て、コストは約8円/kWh掛かっている。赤字解

東京支部「第62回 東京ごきそサロン」報告
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消には料金値上げが必要であるが、これは政治
問題でもあり、簡単にはできない。

Ｃ．電力開発計画能力向上プロジェクト
　①マスタープランの策定では、まず将来の需
要想定し、それを基に電源開発計画と送電計画
の最適化を行った。その結果を受けて発電と送
電コストを推定するとともに、マスタープラン
の実施に伴う環境・社会影響の調査を行った。
②技術移転活動では、需要想定・電源計画・送
電計画・経済分析等の各分野ごとにワーキング
グループを作り、ミヤンマー側メンバーと日本
側メンバーが共同作業をしつつ、必要な技術を
移転した。③今後残された課題としては、マス
タープランを実施ための所要資金をどのように
調達するのか、電源をどのように確保していく
のか、そして現状では供給コストを賄えない低
すぎる料金をどのように是正していくのかがあ
げられる。

Ｄ．ティラワ経済特別区の紹介
　2014年の経済特別区法に基づく三つの経済特
別区の開発のうち、ヤンゴン（旧ラングーン）よ
り車で30 ～ 40分に位置するティラワ経済特別
区（583ha）については、日本は官民一体となっ
てプロジェクトを支援した。事業体の設立では、
日本側が49％、ミヤンマー側が51％を出資して
工業団地の建設を開始した。建設はほぼ完了し
ており、Zone-A（405ha）は2015年9月に開業し、
Zone-B（178ha）は2019年8月完成する予定であ
る。
　講義終了後、「中国の一帯一路の関係は？」、
「プロジェクト2030年の発電方法は？」、「円借
款は大丈夫か？」、「日本企業の進出は？」等、
多岐にわたる質疑応答があり、懇親を深めて盛
況に終えることができました。

記：福間 洋二（M49）

写真３． 質疑応答（食事中）

写真２．講義中
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　平成30年11月17日（土）に広島支部の第1回ゴ
ルフコンペを、東広島市にある広島東映カント
リークラブで開催しました。
　このゴルフ場は、任侠物や時代劇など数々の
ヒット映画を生み出した東映の名誉会長で、東
京広島県人会の名誉会長もされた(故)岡田茂氏
が東広島市出身ということで誘致されたゴルフ
場です。本年7月の西日本豪雨では大きな被害
を受け、約1ヶ月前にオープンされたばかりで
した。
　7月28日（土）に開催した広島支部総会の時に、
ゴルフコンペを開催したらという意見が出て、
当初は4組を予約していましたが、会員の皆様
の予定を確認せずに開催案内を出したため、他
の予定と重なる方が多く、結局６名（２組）の参
加でした。
　優勝は、グロス91、ネット63で幹事役の西尾
和彦氏（B55）、準優勝は、グロス99、ネット70
で支部長の大田、ブービーは幹事役の岩室良氏
（E50）と主催者サイドが賞を独占しました。
　次回は、会員の皆様の予定を確認して開催日
を決め、少なくとも３組のコンペにしたいと考
えております。

記：大田一夫（C47）

　第116回名工大ごきそ会は、平成30年12月13
日（木）名古屋市の東部に位置し（豊田市内）、名
古屋からのアクセスが便利な名門東名古屋カン
トリークラブで14名の参加を得て開催いたしま
した。当日はまだ寒さも厳しくなく、快晴で穏
やかな天候の下プレーすることができました。
　東名古屋カントリークラブは、山の裾野に作
られ見た目には傾斜があるようだが、実際には
フラットなフェアウェイなど造形による興趣の
あるコースとなっている。距離も比較的長いた
め、スコア的にはなかなか厳しい結果となりま
した。
　この中で、岡田　聡さんがグロス100、ネッ
ト64で優勝されました。岡田さんは、過去不本
意な成績であったため、今回に向け相当な練習
を重ねられたとのことで、めでたく優勝の運び
となられました。また、本コースのメンバーで
あられる寺西鋼三さんがグロス101、ネット77
で第二位でした。第三位は、ベストグロス賞を
獲得された平岡䧺偉さんがグロス90、ネット78
でした。ＢＢ賞は野田さんが獲得されました。
今回、コースが比較的難しかったこともあり、
バーディー賞無し、ニアピン賞も２ホールだけ
という珍しい結果となりました。
　今回は、本年最後のごきそ会であったため、
パーティーでの歓談の中、来年の開催予定も協
議しました。来年は以下の予定でごきそ会を開
催することになりました。
　2019年：3月　藤岡CC、6月　愛知CC、9月
　緑ヶ丘CC、11月　東名古屋CC
　次回は、会員加藤さんのご紹介により、名門
藤岡カントリークラブで平成31年3月22日（金）
に開催いたします。ごきそ会で一緒にプレーを
ご希望の方は、ごきそ宛ご連絡ください。いつ
でも歓迎です。

記：山田和男（E47)

第1回広島支部ゴルフコンペ開催報告 第116回 名工大ごきそ会報告
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大阪支部2019年春季歴史探訪会 丹波篠山巡りのご案内
　会員の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。さて、今春の歴史探訪会は丹波篠山を巡
るバスツアーを予定致します。篠山の歴史探訪のみならず、現地街歩き、ショッピング、グルメ等、
奥様、ご家族、友人、知人とご一緒にご参加いただいても気軽に楽しめる内容となっております。ぜ
ひともお誘いあわせの上、奮ってご参加ください。
　歴史的には16世紀に徳川家康により丹波篠山に篠山城が築かれ、中国・山陰地域に対して睨みをき
かす重要な拠点となり、大書院は京都の二条城二ノ丸御殿を参考にして建築されたと云われ、篠山の
街全体が城下町の面影をよく伝えている所です。また来年の大河ドラマ「麒麟がくる」は明智光秀の
生涯を描き、光秀の丹波攻めはカギとなる場面になると思われます。

記

１．日　　時：2019年４月21日（日）　8：00 ～ 19：00
２．集合場所：　難波集合 8：00AM、ないしは梅田集合 8：20AM
３．見学行程：総徒歩距離は約５km

8：00AM　難波組 バス搭乗、　　8：20AM　梅田組 バス搭乗
10：30　篠山城跡見学、　大書院見学、　青山歴史村見学、（現地ボランティアー説明有）　　
12：00　大正ロマン館にて昼食　故郷御膳（丹波黒豆、篠山コシヒカリ等々絶品の昼食）
13：00　武家町、歴史美術館見学、篠山街歩き
15：00　河原町妻入商家町見学（武家町とともに重要伝統的建造物群保存地区）
16：00　ＪＡ丹波ささやま「味土里館」訪問後　帰阪
18：30　梅田着　　19：00　難波着
（大正ロマン館、篠山街歩き、「味土里館」にて現地食材など土産物ショッピング可）

４．参加費用：会員・会員の家族：7,500円
　　　　　　　非会員、非会員の家族8,500円、友人・知人8,500円
　　　　　　　バス代、昼食代、及び大書院・青山歴史村・武家屋敷・歴史美術館への入場料を含む
５．申し込み締め切り：３月２０日 （木）　バス乗員確認のため早期に申込みをお願いします
６．申し込み先：神戸　孝（K50院）　Kobet9@yahoo.co.jp  TEL:090-9877-2253
　　　　　　　　ないしは　横山誠（K47）　Macyokoyama@hotmail.co.jp　 TEL:090-4164-3007
　　なお申込みに際しては＊①氏名、②学科、③卒業年次、④緊急連絡用携帯番号、⑤E-mail、
　　⑥集合場所（難波か梅田か）、及び⑦名工会の会員・非会員か　のご連絡をお願いいたします。
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大阪支部・名窯会大阪支部共催
「池上曽根遺跡」と「大阪府立弥生文化博物館」見学会のご案内

　名古屋工業会大阪支部、および名窯会大阪支部共催の春季見学会を、下記の要領で開催します。
　1903年頃に池上町の住民に発見され、1976年に遺跡の歴史的価値の高さから、遺跡の中心部約11万
平米が国の史跡に指定。歴史的文化遺産として保存され、この場所に弥生文化博物館を建設。
　大型連休明けの気分転換に、阪和線に乗り古の弥生時代の風景と文化を満喫しませんか。

記

名古屋工業会大阪支部支部長　岡崎 格郎（A46）
名窯会大阪支部支部長　　　　川島　 謙（Y44）

１．日　　時：２０１９年５月１１日（土）　１４：００～１６：３０
２．見学場所：①池上曽根史跡公園　（和泉市池上町４－１４－１３　TEL 0725-45-5544）
　　　　　　　②大阪府立弥生文化博物館（和泉市池上町４－８－２７　TEL 0725-46-2162）
３．集合場所：阪和線　信太山　改札出口
４．集合時刻：１４：００

①ＪＲ大阪環状線１番線　１２：５８～天王寺　１３：１３（大和路快速加茂行）
　天王寺３番線　１３：１９～信太山　１３：４１（阪和線区間快速日根野行）
②ＪＲ大阪環状線１番線　１３：１３～天王寺　１３：２８（大和路快速奈良行）
　天王寺４番線　１３：３４～信太山　１３：５６（阪和線区間快速日根野行）
　＊料金　５５０円（片道）

５．見学行程：駅から徒歩１５分（800ｍ）池上曽根史跡公園　公園事務所、復元された大型掘立
　　　　　　　柱建物、大型井戸他見学　ボランテア案内付　　　　　　

徒歩で移動１０分、弥生文化博物館（１５：１０～１６：２０）学芸委員解説付き
解散後、信太山駅前　「四国庵」で懇親会

６．募集人員：４０名
７．会　　費：府立弥生文化博物館　４３０円（６５歳以上３３０円）＊史跡公園は無料
８．懇親会場：四国庵（池上町１－４－１２ TEL0725-44-8158）　  会費4,500円
９．申し込み先：名窯会大阪支部　川島　謙

Ｅ-mail　ken-kawashima@sound.ocn.ne.jp　TEL 090-5123-5170
　　　　　　　　名古屋工業会大阪支部　西川　嘉一　

E-mail　fwpg0181@mb.infoweb.ne.jp         TEL 090-9256-0308
会員並びにご家族、友人、知人等、多数の参加、歓迎致します。
＊氏名、学科・卒業年次、緊急連絡用携帯番号、E-mail、懇親会参加の有無、を記入の上お申
込み下さい。

10．申し込締切：２０１９年４月１０日（月）
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2019（平成31）年度 尾張支部総会のご案内

　拝啓 向春の候 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は支部活動には格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、下記要領にて支部総会を開催いたします。例年好評を頂いている楽しい支部総会です。初めてのお
方も気軽にご参加下さい。名工会理事長加川純一様並びに名工大学長・鵜飼裕之様に出席していただく
予定です。
　なお、この案内は、会員の皆様に送付しています。知人会員又は非会員の方 を々お誘いいただければ幸甚
です。また、ご家族のご参加も大歓迎いたします。
皆様のご参加をお待ち申し上げます。

敬具

記

名古屋工業会 尾張支部
支部長　音無 通男（W41）

１．日　時：2019年（平成31年）4月13日（土）13時30分～ 18時30分
２．場　所：名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市民会館） 小ホール
　　　　　　（稲沢市正明寺3-114　電話0587-24-5111）
３．スケジュール：

第１部　支部総会　　　　13:30 ～ 14:30 
第２部　特別講演　　　　14:40 ～ 15:40　　
　　　　『右手の夢：サリドマイドを考える』
　　　　名古屋工業大学大学院工学研究科共同ナノメディシン科学生命・応用化学専攻教授
　　　　薬学博士　 柴田哲男　先生
第３部　ミニコンサート　15:50 ～ 16:50　　
　　　　歌手：ソプラノ：久野絵理さん、ソプラノ：中村真由子さん、ピアノ：卯野杏実さん
第４部　記念撮影　　　　16:55 ～ 17:00
第５部　懇親会　　　　　17:10 ～ 18:30
　　　　特別講演講師、コンサート出演者にも参加していただき歓談。自己ＰＲの時間もあります。

４．参加費：正会員4,000円　　非会員（会費未納者） 5,000円　　※初参加会員は無料
　　　　　　家族（懇親会参加） 2,000円
　　　　　　ただし、特別講演およびミニコンサートのみご参加の場合は無料です。
５．申込方法：会員の皆様には２月にお送りした案内に同封の葉書にて3月30日までにお申し込み

下さい。会員や家族の同伴者がある場合は連絡事項の欄にご記入下さい。名鉄「国
府宮駅」、ＪＲ「稲沢駅」からの送迎を予定しています。送迎についてもお知らせ
下さい。集合時間は後日連絡します。

　　　　　　　ハガキはご出席、欠席、今後案内不要（含む過去５年間無連絡）、連絡事項のある場
合のみ「切手」を貼ってご投函下さい。

６．問合せ先：本件についてのお問合せは次の所へお願いします。
〒492-8212 稲沢市小沢3-13-6   名古屋工業会尾張支部  音無通男 
電話/Fax：0587-21-5435、メール：tecoolclub@gmail.com
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2019年度　東京支部エクスカーションご案内
今年は、群馬県　富岡製糸場方面の日帰りバス旅行を計画しました。ご家族を含め奮ってご参加ください。

１．日　　程：2019年5月25日（土）午前8:30集合 　8:45頃出発
２．集合場所：東京駅周辺（詳細は、お申し込み後、お知らせします）
３．募集人員：先着順４０名程度
４．参加会費（予定）：会員　　7,000円（会員の同伴者　6,000円）
　　　　　　　　　　 非会員　8,000円（非会員の同伴者　7,000円）
　　　　　　　　 　　（※昼食1回、富岡製糸場入館料を含みます）
５．コース概要：東京駅周辺（8:45頃出発）→（高速道路・途中休憩）→

　富岡製糸場→たちばな源氏庵（昼食）→国指定名勝　楽山園（雨天の場合は
　群馬こんにゃくパーク）→（高速道路・途中休憩）→東京駅周辺（18:00頃着）
　（※バスガイド有り）

６．受付担当：A58　吉井　正行
７．申込方法：メール又は電話でお申し込みください。
　　　　　　　メール　m-yoshii@shimz.co.jp　電話 080-1276-1765
            　　　お名前、卒業年次、会員／非会員、メールアドレス、電話番号、
　　　　　　　同伴者のある方は同伴者のお名前、をお知らせください。

あなたも「ごきそ」の表紙を飾ってみませんか？
名古屋工業会誌「ごきそ」表紙掲載写真募集

一般社団法人名古屋工業会（名古屋工業大学全学同窓会）では、会誌「ごきそ」を幅広い年代
の方が交流できるツールとして活用いただけるよう、同窓生の皆様から随筆や紀行などの原稿
と共に、表紙に掲載する写真の投稿をお待ちしております。ご投稿いただく写真や写真データ
（JPEG）は次の要領でお願い致します。

＊未発表の作品で、他への応募予定のないもの
＊プリント写真ならば２Ｌ判程度の大きさ、写真データならば左右のピクセル1,000以上
＊構図は縦長（縦位置）を希望（横長の場合はトリミングさせていただきます）
＊作品のタイトルと簡単な説明、撮影者の氏名（卒業学科・卒業年）及び連絡先を明記
＊国立大学法人の同窓会誌のため政治色や宗教色を感じさせるものは避けてください。
＊肖像権が生ずるような人物が特定できるものは避けてください。
＊採用の写真は編集会議で諮ります（投稿＝掲載とはならないことをご了承ください）
＊表紙に採用された場合は薄謝（クオカード等）を進呈いたします。

【送り先】〒466-0062　愛知県名古屋市昭和区狭間町4　一般社団法人名古屋工業会
　　　　  E-mail：gokiso@lime.ocn.ne.jp
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